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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜移動＞
・三浦　幹様～東B1号室から自宅へ退院となる。

・倉橋　生子様～療養環境変更目的にて、東B2号室から北号室へ転出となる。
・尾崎　栄子様～療養環境変更目的にて、東C5号室から南号室へ転出となる。
＜患者様連絡事項＞
・中居　松男様～便秘時の頓服薬シンラック液3本処方となる。
・尾嵜　マリ子様～咽頭痛、咳嗽がありツムラ葛根湯エキス顆粒3P毎食前が本日昼から2日分が処方となる。
・見付　幸一様～血糖値が低値であり、朝食後薬のジャヌビア（100）1T除剤となり、処方
となっていた点滴ラクテック500ml×2が中止となり、ソリタT3　500ml
×2処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。妄想発言無く、飲水行為も見られていない。開放中も自室で音楽を聴いている。対応は穏やか。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。声高さ、指示的口調聞かれている。拒薬、拒食はみられない。妄想発言は無く経過。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。内服時、ホールで出ようとしており、介入要している。ドア蹴りは無く、開放中はホールで過ごされている。他者への執拗なつきまといはみられない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。今朝6：20落ち着かず頓服薬使用。以後は落ち着き見られている。殆ど自室で本を見て過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・板橋　愼悦様～体幹・両足首身体拘束中。バイタル異常無く、声掛けには頷いて返答されている。拘束部位の循環障害は無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・高屋敷　良子様～両手身体拘束中。経管栄養中のトラブルは無い。バイタル異常無く、嘔気、嘔吐なく経過。声掛けには疎通とれている。拘束部位の循環障害は無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・大久保　すい様～体幹身体拘束中。バイタル異常無く、食事は各食自力で全量摂取。むせ込み、嘔気は無い。体幹拘束中も寝返りを打っている。すり抜けは無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・中居　松男様～朝食は買う除で２/３摂取。昼食は不食。今朝、ケア介入時、手で払ったりと抵抗見られたため、中止していた臨時薬を朝、昼と内服している。
・山本　真智子様～「怖い幻聴が子聞こえる」といきなり泣き出したり、叫ぶことあり。指示の頓服使用。服用後は一旦治まるが、同状態、繰り返している。幻聴の内容は「言いたくない」と話している。
　　　　　　　　母様より電話連絡あり。新潟の田宮病院に問い合わせをし、2/23入院となると話あり。そのため田宮病院より事前に情報提供書をFAXが欲しいとの事。（FAX番号・宛先についての詳細は、1/29に父様が洗濯物を取りに来る際に持参予定）その前に一度自宅退院を考えているとのこと。

服薬カレンダーの使用状況について確認あるが、現在は難しい状態である事を伝える。生理中やその前後は感情に起伏が激しくなったり、泣き出したり調子が悪くなることが多いとの情報あり。
・飯田　修子様～他者干渉見られ、介入要している。細かい要求事聞かれ、頻回に来詰している。要求が通らないと、大声で叫ぶこと見られ、都度、介入要している。
・高橋　長一様～夜間の睡眠はとれている。食事も全量摂取され、拒薬もなし。疎通良好で、対応も穏やか。
・見付　幸一様～朝食前血糖91mg/dl、朝食は全量摂取。昼食前血糖215mg/dl。本日の点滴内容がラクテックからＹＤソリタ500ｍｌへ変更となり、2本指示となっている。
・矢崎　清三様～昨夜、消灯後、大声でのスタッフコールあり、車椅子でホールで過ごしていたが、1時間後には訴えなく、以後、良眠で経過している。日中は、ホールで過ごされ、弄便行為は無く経過。
・嶋守　直人様～食事は全量摂取され、夜間の睡眠もとれている。貧困妄想発言無く、帰宅要求も聞かれていない。声掛けには対応穏やか。
・夏坂　浩美様～食事は各食自力で全量摂取されるが、時間を要している。体位変換時、右下肢痛の訴え聞かれ、「肺が痛い」との訴えも聞かれている。咳嗽、痰絡みは無い。酸素飽和度の低下無く経過している。10：00体温37.7℃、クーリングで対応している。
